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論文の内容の要旨
　最近のプログラムは巨大で複雑化してきており，プロフラムをモジュール化して作成するのにオブジェクト指
向の手法を使うことが一般化している。C＋＋やJAVAなどにおけるクラスやオブジェクトの枠組みも，このオブ
ジェクト指向の枠組みである。しかし，プログラムが非常に複雑なものになったときに，クラスの設計にもこの
複雑さが反映することになる。現実には，クラスの階層的構造の枠組みだけを利用してモジュールの定義を行お
うとすると，相互に関係する部分が，異なるクラスの中に分断されてしまい，きれいな定義ができない部分が残
存する。一方で，現実に使用されるプログラムは，実行時の効率も重視する必要があり，システムの中核をなす
部分に対して，よいコードを書きたいというエキスパートプログラマーの欲求は高い。また，一度書かれたよい
コードは，再利用したいという要求がある一方で，クラスの設計がきれいにできていない場合，この再利用は容
易ではない。この種の問題はクロスカッティングコンサーンとして知られており，クラスをべ一スにしたオブジェ
クト指向のフレームワークが，現実のプログラムの構造化に完全にはマッチしない面があることに起因している。
特に，アルゴリズムの設計が，複雑に絡み合い，プログラム全体に散在しがちな，分散関係やセキュリテイ関係
のコードにおいて，この種の問題は顕著である。
　この問題を解決するために，本論文の著者は，プログラム変換という技術を用いて，表面的にはオブジェクト
指向のフレームワーク（枠組み）を維持しつつ，本来は相互に絡み合った関係を持つオブジェクトを，一貫した
最適のクラスオブジェクト群に変換する系統的手法を考案した。著者は，エキスパートプログラマーの要求に応
えられるように，高い実行効率や無駄のないきれいなコードが得られるようにすることも考慮しており，実用的
な面にも配慮がされている。著者の提案している変換系は，OpenJava，Javassist，Addistantの3つある。このう
ち，○Pe皿Javaは，Javaで書かれたソースコードレベルでのプログラム変換系，Javassistは，バイトコードレベル
の変換系，Addista㎜tは，Javassist上に実装された分散プログラミングをサポートする変換系である。リフレク
ションの観点からみると，○PenJavaは，コンパイル時の構造リフレクションを提供しており，Addsitamtは，ロー
ド時の構造リフレクションを提供していて，実行時に負担になる一般的なリフレクションを制約して，現実のシ
ステムの中で実刷生の高いものをターゲットにしているところに特徴がある。
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審査の結果の要旨
　著者は，大規模で複雑なプログラムにおけるプログラムコンポーネントの再利用の手法として，プログラム変
換の手法を提案している。実際に実現した変換系は，単にモデルを提案するに留まることなく，実用に耐えられ
るシステムを実装して提供していること，これに加え，現在，ヨーロッパを中心にして，世界的な規模でユーザ
が存在し始めていて，先端的なプログラミング研究の分野で受け入れられており，学位論文として十分評価に値
する。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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